
第41回大会〕

C 59 古

香

記

川

録

明

に

善

み る讃岐の食の史的研究（13 ）　大喜多家・仏事献立

短大 秋山照子

食　物　55

　目的　香ill 県下の近世・近代の食構造を古記録を資料として調査する。

　方法　現・三豊郡山本町河内の大喜多家に現存する仏事関係古記録（明治38年～昭和30

年の約50年間）から82献立を抽出、分類し、本報でＵ主に献立構成を中心に検討する。

　結果　{≪仏事は宵越しで施行されることが多く、献立構成は下記のようである。

　前日　Ａ十Ｂ十c パタ- ン　※Ａ・入込、茶漬＝平皿・皿　Ｂ・非時＝本膳
I '　　　　　　Ｃ・会席＝吸物2・肴７～吸物１・肴４

　後日　Ａ十Ｂ十C パターン　※Ａ・小喰＝汁・平皿・小鉢　B ･斎＝本膳・ニノ膳

　　　A十B パターソ　　　　　Ｃ・会席、精進落= 吸物２・肴９～吸物１・肴１

　前日でIt , A十Ｂ十c パターン・7 2. 7 ％とほぼ一定しているが、後日ではA十Ｂ十C ﾉ<

ターV 4 2.4 ％、Ａ十B パタ- -y・ 3 0.3 % に分かれ、C （会席、精進落）の加わるＡ十Ｂ十

C パターンit昭和期に定着するなど、時代による変化がみられる。（2）献立構成の階級差は

献立の品数において顕著である。（3)献立構成は前・後両日共に,前報までの他地城との類

似項が多い。但し、献立用語K. it入込。（イリコミ）、置合、改敷、箱など独得の用語があ

り、地域性がみられる。（4）酒肴の都は前後両日共に、大正期以降、會席の名称≪･>用いられ

る。會席に*sける供食形態はそれ以前の丼。鉢などによる全体単位から、銘々の皿などに

よる個単位へと推移する。又、後日の會席では精進落*･>用いられ動物性食品の使用≪■> みら

れる。(6)献立構成は昭和19年以降、パタ- ンが崩れ、簡略化の傾向が顕著である。

C 60 四条流の□伝書にみる鯉の切形について

梅花短大 高正晴子

（目的）　　四条流の鯉の切形に関する口伝書が古文書として遺されているが、それらを通して四条流の鯉の切形を検討する。また、

『国書総目録』や『日本料理法大全』の中に記録の見られない下記の古文書③～⑦のうち、写筆年の無い⑤⑥については、既存の文書

と比較し、その成立年代を推測した。

（方法）　　古文書は、①料a切形秘伝抄『三十六之鰹秘伝』寛永19年（1642）、②四条家流『切揃鯉之巻松』、③仮題

『朝鮮人献立』宝永２年（1705）、④『四条家切揃巻　上』『四条家切揃巻　下』安永∠1年（1775）、⑤仮題『鯉切方』、⑥

仮題『鯉切方絵巻』等を比較し、⑦r式包丁書』元文１年（1736）その他を参考にした。

　（結果）　　③は前報で報告の福田伊右衛門より中村吉右衛門に伝授のもの、④は戸川左五左衛門より戸川専右衛門に伝授のもの、

⑦ii杉山善太夫によるもの。⑤は応仁２年（146 8）に四条良意より渕上古教に伝授したものを、江戸時代の前半に写筆したもので

あると考える。⑥は彩色の美しい巻物であり、江戸時代の後半のものと考える。鯉の切形図の記載数は　①∠I7s ②42、③11、④

64、⑤2 1、⑥27である。これらの切形は、元服・袴着などの通過儀礼、花見・紅葉見など四季の行事、船中・海道などの旅等に

分類できる。①～Rに共通の切形図はないが、5冊の古文書に共通の切形図は、長命・龍門・二鯉・移徒・出陣・元服・花見の７種で

あり、４冊共通のものは、月見・婿取嫁取・海道等1 1種ある。同名の切形図では　同じもの・ほぼ同じもの・異なるものがあり、現

在検討中である。今後さらに資料をさがし、切形の変遷を探ってみたい。


